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蝶類成虫の採館行動を制調する遠需化学刺激に関する記学的・行動生理学的研究 155 
テハのPER応答性はアカタテハのそれよりも高く、欝液や腐果への採餌行動により適応している可
能性が示唆された。
第4章嘆覚東j激に対する嬢類或虫の選好笠と惑受性の種間比較
訪在性のモンシロチョウとギフチョウ、訪花性ならびに訪樹液性のアカタテハと／レリタテハにつ
いて、 fヒ合物；こ対するPERとEAG芝、答性を調べ、種間差を検証した。特定の芳香族化合物に対して、
4種とも高いPER反応を示した。芳香族イヒ合物は花香成分として遍在することから、詰花行動を刺
激する情報物質と推定した。一方、低級脂腐酸に対して詰樹液性種のみが高いPE哀を示した。これ
らは樹液や腐果の匂い成分であることから、訪老性種の抵い応答性は、彼らが樹液や虜果を摂金し
ないことに対志すると考えられた。各化合物に対する相対的なEAG反応パターンは4種で類似して
いた。
第5章蝶類或虫の口吻先端部の形態
タテハチョウ3種の口吻先端部から、モンシロチョウ〈シロチョウ科）やクロアゲハ〈アゲ‘ハチョ
ウ科〉にはない乳頭突起の配列が見出された。訪樹渡性のルヲタテハとアカタテハの車列は密であ
り、訪花性のツマグロとョウモンのそれは疎で、あった。ツマグロとョウモンは酢酸を含むショ糖水
を吸汁できることから、口吻先端の組織は樹液や腐果食性への関与が示唆された。
第6章総合考察
蝶類成虫は、採額行動に視覚のみならず嘆覚をも活用していることがわかった。彼らは、食物の
特徴や生患環境に適した採餌行動を行うと考えられ、視覚と嘆覚の利用度は種によって異なる可能
性が示唆された。
化合物に対する触角感受性のr,t答強要（EAG反応｝には種によって違いが認められた。一方、様々
な化合物に対する相対的な誌答ノfターンは種間で類似する傾向を示した。これより、採軒行動や食
物の匂いに対する選好性の撞間差は、感覚器（触角〉の生理機能（応答特性〉に対応しないことが
示された。この結果は、感覚器が種特異的な応答性を示すフェロモン物賓；こ基づく行動とは対照的
で、あった。すなわち、蝶類成虫の採餌行動では中枢神経系での情報処理過程がより重要であり、感
覚器の生理機詑を変えることなく様々な食物に適応するよう可塑性が保たれていると誰定した。今
後は、この情報処理機構について詳細に調べる必要がある。
